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Top Message

　株主の皆様には、日頃より当社グループの事業にご理
解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
　当社グループでは、創業50周年の節目となる2030年
度を見据えたグループの「ありたい姿」として、「マネジメ
ントサポート・カンパニー」を掲げております。これを実
現すべく、2022～2024年度より「中期経営計画」を策定
し、成長戦略を着実に進めてまいりました。ストック型ビ
ジネスモデルへの転換促進やPCAクラウドの普及拡大に
より主力事業の収益基盤を確立するとともに、DX推進基
盤の構築により持続可能で高収益な経営管理体制を整備
いたしました。
　これらの成果を基盤として、新たに策定した「2027中
期経営計画」では、PCA Vision2030として掲げていた

「マネジメントサポート・カンパニー」をさらに具現化し、
より多様なニーズに応える企業グループミッションを目
指します。創業50周年という大きな節目を飛躍の機会と
捉え、株主の皆様をはじめとしたすべてのステークホル
ダーの皆様のご期待に応えるべく、引き続きグループ一
丸となって新しい価値創造に取り組んでまいります。
　今後とも、当社グループへの変わらぬご支援、ご鞭撻を
賜りますようお願いいたします。

中期経営計画の位置づけ

成長戦略

資本政策

PCA Vision2030として掲げていた「マネジメントサポート・カンパニー」をミッションと捉え直して、
2027中期経営計画を策定
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3つの重点施策を推進し、継続課金モデルを確立

企業価値向上を主眼としてB/Sマネジメントを導入し、
株主還元策の強化によりROE10%およびEVAスプレッドプラス転換をより早期に達成する

継続課金モデルの確立に向け、開発投資強化と増収増益を維持しながら確実な成長を目指す

※株主還元（配当方針）：ROE10％達成後も累進配当を基本とする

連結売上高
（うちストック売上高）

220億円以上
（180億円以上）

連結営業利益 40億円以上

連結営業利益率 18％以上

ROE 10％以上

EVAスプレッド プラス値

配当性向
100％

（ROE10％達成まで）
達成後も累進配当を基本とする

創業50周年に向けて、
新たな成長のステージへ

2027中期経営計画
2025～2027

数値目標（連結）

2027中期経営計画の
より詳しい情報はこちらから
https://corp.pca.jp/assets/pdf/Medium-Term_Management_Plan_2027.pdf

50周年

基幹業務の高度な自動化を実現するソフトウェアの提供を核に企業
の円滑な経営・運営をサポートする「マネジメントサポート・カンパ
ニー」であり続ける

Mission ミッション

社会の変化をいち早く捉えて、働
く人に寄り添い課題を解決する

Vision ビジョン

「はたらく」に新し
い価値を創出し、
すべての人に豊か
な時間と可能性を
提供する

Purpose 
パーパス

2027中期経営計画
2024中期経営計画

◦�顧客志向のもと世の中の変化を先
取りした新事業・新製品・新サービ
ス開発への体制づくりの推進

2021中期経営計画
◦��「自ら稼ぐ力」を復活・強化する「種

まき」の実行
◦��自社製品・クラウド・保守サービス

の充実・成長軌道

主力事業の
成長力強化

◦クラウドシフトの推進
◦Hubサービスの拡充
◦�セールスマーケティングの強化

1
重点施策

新ビジネス基盤
整備と先行投資

◦統合ID基盤整備とIDアセット活用
◦生成AI実装と業務の自動化研究
◦�CVCによる非連続成長への先行
投資

2
重点施策

サービス指向の
モノづくり

◦�4つの取組みと開発投資計画の
推進

◦�HR領域のグループ製品開発計画
の推進

3
重点施策

企業価値向上

資本政策

B/Sマネジメントの導入企業価値の継続的な向上 株主還元強化による
資本効率性の追求

今後の資金使途の考え方
中長期的な成長に資する

投資等を通じた余剰資金の圧縮1 株主還元策の強化による
資本効率性向上2 余剰資金およびネットキャッシュの

抑制（少なくとも積み増さない）3

早期にROE10% 早期にEVAスプレッドプラス転換
目標① 目標②

配当性向

100%

資本政策

FY2024 FY2025 FY2026 FY2027 FY2028 FY2029 FY2030

継続課金収入成長イメージ
■周辺クラウド（PCA Hub）
■基幹クラウド（PCAクラウド等）
■オンプレミス（PCAサブスク）
■オンプレミス（保守料）

継続課金
収入

【ARR】

ストック収入
180億円以上

周辺クラウド
（PCA Hub）

周辺クラウド
（PCA Hub）

周辺クラウド
（PCA Hub）

オンプレミス
（保守料）
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売上高
営業利益
営業利益率

代表取締役社長

佐藤 文昭

株主還元方針としてROE10％超まで配当性向100%を実施し、
資本効率性の向上を図る ※ROE10％達成後も累進配当を基本とする
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2024中期経営計画

スプレッドをより向上させる
24/3期にプラス転換したが
低水準の状態が継続

2027中期経営計画

計画

ROE
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2027中期経営計画2024中期経営計画

2027中期経営計画において
より早期に10%に到達させる

計画

株主還元方針

0.70.9

▲2.6

9.28.9
5

2024中期経営計画では
目標未達



事業年度 4月1日～翌年3月31日
定時株主総会 毎年6月
基準日 定時株主総会	 3月31日

期末配当金	 3月31日
中間配当金	 9月30日

株主名簿管理人
特別口座
口座管理機関

三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
東京都府中市日鋼町1－1
郵送先　〒137－8081 新東京郵便局私書箱第29号
電　話　0120－232－711（通話料無料）

公告の方法 電子公告により行います。ただし、事故その他やむを得ない
事由によって電子公告をすることができない場合は、日本経
済新聞に掲載して行います。

公告掲載 URL／https://pca.jp
上場証券取引所 東証プライム市場

株主の皆さまの
声をお聞かせください

当社では、株主の皆さまの声をお聞かせいただくため、
アンケートを実施いたします。
お手数ではございますが、アンケートへのご協力をお願いいたします。

下記URLにアクセスいただき、
アクセスキー入力後に表示される
アンケートサイトにてご回答ください。

https://koekiku.jp
アクセスキー

本アンケートは、株式会社プロネクサスの提供する
「コエキク」サービスにより実施いたします。
https://www.pronexus.co.jp/
アンケートのお問い合わせ「コエキク事務局」
      koekiku@pronexus.co.jp

ご回答いただいた方の中から
抽選で薄謝を進呈させていただきます。

スマートフォンから
カメラ機能で

QRコードを読み取り

QRコードは
株式会社デンソーウェーブ
の登録商標です。

種類別売上高 1株当たり配当／配当性向

ご注意
1．�株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口
座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設さ
れている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお
取り扱いできませんので、ご注意ください。

2．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、上記、特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお
問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にても、お取次ぎいたします。

3．�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

会社情報の詳細は
当社ホームページで
紹介しています。

株主メモ
会社概要（2025年3月31日現在）
商号	 ピー・シー・エー株式会社
	 PCA CORPORATION
資本金	 8億9,040万円
代表者	 代表取締役社長　佐藤文昭
創業	 昭和55年８月１日
従業員	 単体　562名
	 グループ　763名（パート・限定社員含む）
事業内容	 コンピュータソフトウェアの開発および販売等

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

業績・財務ハイライト

17億41百万円26億88百万円26億37百万円162億37百万円
（前期比　8.1％増） （前期比　14.2％増） （前期比　14.7％増） （前期比　8.0％増）
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■■  配当金（円）
  配当性向（%）


